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注意事項
本調査事業は、農林水産省からの委託で、株式会社NTTデータ経営研究所が実施したものであり、本報告
書の内容は農林水産省の見解を示すものではありません。

免責事項
この報告書に含まれるすべての情報は、調査時点で正確かつ信頼できると思われる情報源から調査・作成され
たものですが、農林水産省及び委託事業者である株式会社NTTデータ経営研究所とそのグループ会社・再委
託会社は、本報告書のいかなる部分に影響する誤り、不正確さ、脱落から生じるいかなる損失又は損害に対
しても、一切の責任を負うものではありません。全ての情報は無保証で提供され、農林水産省及び委託事業
者である株式会社NTTデータ経営研究所とそのグループ会社・再委託会社はここに含まれる情報の正確性又
は完全性について、いかなる種類の保証も行うものではありません。
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マレーシア：畜肉エキスを含む食品の輸入規制に関する基本的な枠組み

マレーシアでは、2022年関税率令に基づく製品分類（HSコード）によって規制が異なる。

カテゴリー1 カテゴリー2

根拠法令
2022年 関税率令

2017年 税関（輸入禁止）令
2011年 マレーシア検疫検査サービス法

所管官公庁
・ マレーシア農業・食品産業省 検疫検査局(MAQIS)
・ マレーシア保健省 食品安全品質管理局（FSQD)

・ マレーシア農業・食品産業省 検疫検査局(MAQIS)
・ マレーシア保健省 食品安全品質管理局（FSQD）
・ マレーシア農業・食品産業省 獣医局（DVS)
・ マレーシア・イスラム開発省(JAKIM)

製品分類

HSコード 商品説明 HSコード 商品説明

1603 肉、魚又は甲殻類、軟体動物若しくはその他
の水棲無脊椎動物のエキス及びジュース

1601
ソーセージその他これに類する物品（肉、くず肉、血又は昆虫類
から製造したものに限る。）及びこれらの物品をもととした調製食
料品2103 ソース、ソース用の調製品、混合調味料、マス

タードの粉及びミール並びに調製したマスタード

2104 スープ、ブロス、スープ用又はブロス用の調製品
及び均質混合調製食料品 1602

その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、くず肉、血及
び昆虫類

2106 調製食料品（他の項に該当するものを除く）

エキス含有率
HSコード21.03及び21.04に該当せず、重量で20％以上の肉（ソーセージ、肉、くず肉、血、昆虫類、魚若しくは甲殻類又はこれらの組
み合わせ）を含む場合、16類に分類され、HSコード16.01、16.02又は16.03に該当すると思われる。

輸入条件

・ マレーシア輸入業者によるマレーシア食品安全情報シ
ステム（FoSIM）プラットフォーム上での輸入食品の
輸入前通知

・ マレーシアに製品が到着後、マレーシア検疫検査局に
よる貨物の検査・承認

・ マレーシア獣医局による製造施設登録
・ マレーシア・イスラム開発省または公認の海外ハラール認証機関からのハラール認
証（このカテゴリーの製品は必須、豚肉やアルコールを含む製品を除く）
・ マレーシア検疫検査局からの輸入許可書
・ マレーシア輸入業者によるFoSIMプラットフォーム上での輸入食品の輸入前通知
・ マレーシアに製品が到着後、マレーシア検疫検査局による貨物の検査・承認

(畜産物衛生証明書の添付)
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マレーシア：使用可能な畜肉エキスと畜肉エキスを含む食品の食品衛生と家畜衛生要件
（1/2）
「畜肉エキスを含む食品の輸入規制に関する基本的な枠組み」に記載されているカテゴリー1に該当する畜肉エキスを含む食品を輸入する
際の食品衛生及び家畜衛生の条件は以下のとおりである。

カテゴリー1（HS：1603、2103、2104、2106）の規制の概要

マレーシア検疫検査局

マレーシア検疫検査局では、輸入者の申告に基づき貨物の検査を行う。
マレーシア検疫検査局が製品の適合性を承認できない場合、通関地においてマレーシア保健省の検査官がさらに検査を行う。
1983年食品法および1985年食品規則への製品の適合性により、担当官は「ホールド・テスト・リリース」（HTR）の必要性
を判断する場合がある（ホールド・テスト・リリースとは、食品を輸入時に留め置き、サンプルを採取して分析すること）。

通関に必要な情報・書類は以下の通りである。

• 輸入申告書（税関様式第1号)

• 船荷証券（B/L）または航空貨物運送状

• インボイス

• パッキングリスト

• 原産地証明書（該当する場合）

－輸入手続きの際、正しい特恵関税を特定するために、マレーシア検疫検査局とマレーシアの税関で原産地証明書が必

要になる。マレーシアと日本は、マレーシア・日本経済連携協定（MJEPA）を締結しており、両国の企業にとって有利な

関税の取り決めがある。詳しくは、https://fta.miti.gov.my/index.php/pages/view/Malaysia-Japan を参照

されたい。

• カタログ、製品成分表など、その他の関連書類（輸入事業者のアドバイスによるもの）
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マレーシア：使用可能な畜肉エキスと畜肉エキスを含む食品の食品衛生と家畜衛生の要件
(2/2)
「畜肉エキスを含む食品の輸入規制に関する基本的な枠組み」に記載されているカテゴリー2に該当する畜肉エキスを含む食品を輸入する
際の食品衛生及び家畜衛生の条件は以下のとおりである。

カテゴリー2（HS：1601、1602）の規制の概要

マレーシア獣医局からの承認
このカテゴリーに分類される畜肉エキスを含む食品を製造する日本国内の製造施設は、マレーシア獣医局による製造施設
登録に関する書類検査と現地検査を受け承認される必要がある。

適正監査（書類検査）

書類検査として必要な情報は、施設の詳細、食品安全システム（HACCP または危害要因分析重要管理点の概念に基
づくかどうか、または同等のもの、もしそうなら HACCP プランを添付しなければならない）、品質保証システム、牛肉/鶏肉製
品の申請書：
https://www.dvs.gov.my/dvs/resources/auto%20download%20images/560df048219c3.pdf 
豚肉製品に関する申請書：
https://www.dvs.gov.my/dvs/resources/user_1/2021/BKPBV/LOJI%20LUAR%20NEGARA/BORAN
G_PERMOHONAN_EKSPORT_KE_MALAYSIA_PORK_MEAT_AND_OFFAL.pdf 

適合性監査（現地検査）
現地検査では、衛生植物検疫（SPS）対策、GMP（適正製造規範）の効果的な実施、HACCP（危害要因分析重
要管理点）などの食品安全保証システムに重点を置いている。

畜産物衛生証明書
輸出国の管轄獣医当局が発行した畜産物衛生証明書を貨物に添付する必要がある。衛生証明書の番号は、これらの製
品の輸入許可をオンラインで申請する際にも必要となる。

牛肉
輸出前12ヶ月間、口蹄疫や牛海綿状脳症が発生していないこと、輸出前12ヶ月間、牛性器カンピロバクター症、ヨーネ病、
感染性牛鼻気管炎、牛結核、牛ウイルス性下痢、その他の感染症や伝染病が発生していないことが輸出国の獣医当局に
より証明されていることなどが条件となる。

豚肉 口蹄疫、炭疽、アフリカ豚コレラ、豚コレラ、豚水胞症が輸出前12ヶ月間、発生していないことが条件となる。

家禽類

高病原性鳥インフルエンザ、低病原性鳥インフルエンザ、ニューカッスル病が輸出前および輸出日までの過去12ヶ月間継続し
て発生していないこと、原産地の農場がサルモネラ プローラム、サルモネラガリナラム、サルモネラ エンテリティディスが発生してい
ないことを輸出国の獣医当局から証明されていること、カモまたはガンの場合はカモウイルス性腸炎およびカモウイルス性肝炎が
輸出前の過去12ヶ月間に発生していないことも条件に含まれていることである

https://www.dvs.gov.my/dvs/resources/auto%20download%20images/560df048219c3.pdf
https://www.dvs.gov.my/dvs/resources/auto%20download%20images/560df048219c3.pdf
https://www.dvs.gov.my/dvs/resources/user_1/2021/BKPBV/LOJI%20LUAR%20NEGARA/BORANG_PERMOHONAN_EKSPORT_KE_MALAYSIA_PORK_MEAT_AND_OFFAL.pdf
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マレーシア：畜肉エキスを含む食品関連施設の認定・登録について

畜肉エキスを含む食品の施設認定・登録について、指定商品コードを生産する畜肉エキスを含む食品の製造施設、HSコード1601、
1602の製品の関連施設はすべてマレーシア獣医局の認可を受けなければならない。
HSコード2103、2104、2106、1603の製品についてはその必要はない。

施設の認定・登録の必要性（および必要な場合は認定・登録の要件）

カテゴリー1 カテゴリー2

畜肉エキスの原料として使用される
と畜場・食肉処理施設

認証や登録の必要はない。

・畜肉エキス、畜肉エキスを含む食品を製造する施設
・畜肉エキスを含む食品エキスの原料を提供すると畜場・食肉処
理施設

マレーシア獣医局の承認を受けなければならない

※ 詳細は「使用可能な畜肉エキスと畜肉エキスを含む食品の
食品衛生と家畜衛生要件(2/2)」に記載。

マレーシア・イスラム開発省または公認の海外ハラール認証機関か
らのハラール認証（このカテゴリーの製品は必須、豚肉やアルコー
ルを含む製品を除く）

畜肉エキス製造設備

畜肉エキスを含む食品製造施設
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マレーシア：外国産（当該輸出先国及び第三国）のエキス使用の可否（使用する場合はその条件）

外国産のエキスを使用することができる（当該輸出先国および第三国）。
・HSコード1602、2103、2104、2106の製品については、自国への輸出のために外国産のエキスを使用することに関する特定の要件を有
していない。
・HSコード1601、1602の製品については、いくつかの要求事項がある。

カテゴリー1 カテゴリー2

特になし

HSコード16.01および16.02の製品で、日本の製造事業者が
使用する原材料が輸入品である場合、日本の製造施設の承認
プロセスにおいて、適正審査（書類検査）の段階で、輸出国（
原材料の原産国）の管轄当局が発行する畜産物衛生証明書
を提出する必要がある。

また、輸入原材料がハラールである場合は、承認機関のハラール
認証も提出する必要がある。
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マレーシア： 輸入許可の要否

カテゴリー1の製品は輸入許可が不要であるが、マレーシアの輸入業者がオンラインプラットフォームで輸入前の届出を行う必要がある。
カテゴリー2の食品は輸入許可を受けたうえで、カテゴリー1と同様の輸入手続きとなる。

カテゴリー1 カテゴリー2

●マレーシア検疫検査局からの輸入許可証は「不要」

➢ マレーシア輸入業者によるマレーシア食品安全情報シ
ステム（FoSIM）プラットフォーム上での輸入食品の
輸入前通知が必要である。

➢ FoSIMを通じて、マレーシア国内に入るすべての輸入
食品は通関地で監視される。

➢ 検査は、通関地でのリスクベースアプローチにより、マレ
ーシア保健省の職員によって行われる。

●マレーシア検疫検査局からの輸入許可証は「必要」

➢ マレーシアの輸入者は、DagangNetウェブサイト（Dagang Net 
➢ Technologies Sdn Bhd）による貿易円滑化のための政府系eサービス

プラットフォーム）からサインアップし、輸入許可証を申請する必要がある。
https://newepermit2.dagangnet.com.my/epermit/html/login 

➢ 申請書に記入する内容は、以下のとおりである。
荷送人、荷受人、回送人、申請者（輸入者）、輸送形態（例：海

上）、輸入目的（例：業務）、原産国、原産地（輸入品の出荷港）、委
託元（輸入品の出荷国）、マレーシアにおける輸入地（輸入品のマレーシア
到着港）、目的地（輸入品のマレーシアにおける現地仕向地）、事業所番
号（日本の承認製造工場の事業所番号である）、入港地、ハラール認証を
行うイスラム機関（該当する場合）、到着予定日（マレーシア）、出発予定
時刻（荷受国）、衛生証明書番号、ハラール認証番号、HSコード、種・動
物種別、数量、金額

上記以外の手続きは左記のカテゴリ１と同様の輸入手続きとなる。


